
 
 
 

 

   

   

 
 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

     

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
鷺流狂言 秋のまなび館公演開催 
9月21日山口鷺流狂言保存会の皆さんにより、

鷺流狂言の公演をまなび館で開催しました。日頃
けいこ場として活動され、隔年で教室も開講して
いるまなび館での公演は 11 回目を迎えます。 

持病を口実に、使いを断った太郎冠者に主人が
一計を案じる「しびり」を、セリフだけを座った
まま上演する居狂言、つづけて今年の狂言教室参
加者の発表として上演され、ちがった味わいを愉
しめました。米本文明さんによる狂言装束解説の
後、留守中に酒を飲まれないよう、主人から両手
首を棒に縛りつけられた太郎冠者・次郎冠者が、
協力して酒を飲もうとする「棒しばり」を上演、
受け継がれてきた伝
統芸能に親しむひと
ときとなりました。 

11 月 16 日（土）
県教育会館で保存会
結成65周年記念公演
が催されますので、
ぜ ひ お 運 び く だ さ
い。（観覧無料） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の行事で、町内会に入っている伝た。 

 山口ふるさと伝承総合センター 

 伝承センター通信  

とびしま海道おちょろツアーに参加して 武永清實 

10 月５日～６日のまちづくりｾﾝﾀｰの視察旅行に参加しま

した。旅の目的は、呉市の大崎下島の御手洗伝建地区、竹原

の街並み保存地区、西条酒蔵通を観て、景観の保存の事例を

学ぼうというものです。 

御手洗地区は、海上輸送の拠点として発達し、狭い街並み

と歓楽の町の名残りがあるが歴史から取り残された寂しさを

感じさせた。 

次に、竹原の街並み保存地区ですが、江戸後期の街並みが

そのまま保存されている。製塩と酒造で財をなした街並み

が、見事なほど実現されている。時代劇ドラマのロケ地に良

く使われると言う町は、早くから電柱の地中化を図り、昔な

がらの景観を活かす取り組みが実現しており、住む人と街並

みを守ろうとする人たちの努力の実りを感じさせた。駐車場

の通りに面した造りを、木造の 

門と塀に模して囲うなど景観を 

維持するための工夫やこの地域 

のおける家つくりなどは大殿の 

街並みや竪小路界隈を考えて行 

くうえで大変参考になったと思 

います。最後に車１台、大型バ 

イク４台の混成旅行団の皆さん、 

お疲れさまでした。 

 

         

指定管理者 ～NPO 法人山口まちづくりセンター～ 

大殿ふるさとまつり 

非常時持ち出しクイズ こども鷺流狂言教室発表会 

大殿ミニ縁日 
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体感！実感！クラフト展 

 



大内氏歴代当主と山口④ 

大内盛見没後にもまた、甥の持
もち

世
よ

・持
もち

盛
もり

兄弟の間で家督争いがおこ

ります。盛見は公式には持盛を後継

者に決めていたようですが、一方で

家臣に持盛は当主に相応しくない

との遺志を伝えていたとされ、結局

持世に惣領職、持盛に長門守護職が

認められました。持世は筑前に渡り

大友氏との交戦を展開しますが、陣

中で持盛に襲撃され、長門国椿
つばき

（現

萩市）を経て石見国三隅へ逃れ、持

盛は一時山口に入りました。

幕府の支援を受けた持世は

巻き返し山口を奪還、持盛は

九州へ逃れ大友氏の庇護を

受けます。持盛に配分されて

いた長門等も持世に与えら

れました。九州

の反大内氏勢力

の減殺を図りつ

つ、幕府から大

友・少弐討伐の

命を得て九州へ

渡り、豊前国篠

崎での合戦で持

盛を討ちました。 

幕府支援による大軍を率いた持

世は、筑前で少弐
しょうに

満貞
みつさだ

を討ち、度重

なる合戦の末、豊後国で大友
おおとも

持
もち

直
なお

が

立てこもる姫岳城（大分県臼杵市・

津久見市境）を攻め落とし、北部九

州を平定しました。 

各地で頻発する反乱に対処する

ため、将軍義教
よしのり

から持世に上洛命令

が出されますが、九州の不安定な情

勢を理由に応じず、父義弘の代から

対立関係にあった少弐氏の赦免
しゃめん

を、

持世が幕府に申し出るという不可解な行動に出ま

す。大内氏に敗れ対馬に逃れた少弐氏の困窮、倭

寇化を防ぎたい朝鮮の意向を汲んだ策略とみられ、

緊張解消につながる少弐氏の赦免を機に上洛。京

都の六条にあった大内屋形は大火によって焼失し

ており、地元から用材を運び、屋形を花山院南八

丁町に新造しました。今の京都御苑内宗像神社付

近かと思われます。大名屋敷として最大規模のも

ので、大内氏の財力のほどを窺
うかが

わせます。 

 

嘉
か

吉
き つ

の乱 

翌年、京都の赤松
あかまつ

教
のり

康
やす

邸で将軍義教を招いて戦

勝祝いの宴が催されました。猿楽が上演され酒盃

がまわされるさなか義教が赤松氏に殺害され、多

くの諸大名は即座に退出する中、同席した持世は

刀を抜いて防戦しますが重傷を負ってしまいます。

「赤松父子を誅戮
ちゅうりく

せよ」との遺言を残し、ひと月

ほど後に新築の屋敷で亡くなりました。亡父義弘

の供養塔である瑠璃光寺五重塔が完成する１年前

の事件でした。 

当主として在京１年とされる持世ですが、歌人

として新続古今和歌集に撰ばれており、あるいは

若い頃、叔父盛見の上洛に同行し京文化に親しん

でいたのかもしれません。 

 

 

持盛の末裔 牛久山口氏 

安土桃山時代に尾張
お わ り

国で織田信長の家

臣佐久間正勝
まさかつ

に仕えた山口重政
しげまさ

は、大内

持盛の子孫で、一族は先祖の本拠地名か

ら山口氏と称しました。のちに徳川家康

に仕え、牛久
う し く

（茨城県牛久市）に領地を与

えられ、江戸時代 11代にわたり牛久藩（一万

石）の大名として治め、明治を迎えました。 

1430 

1431 

 

 

1432 

 

1433 

1437 

1438 

1439 

1440 

1441 

弟持盛、観音寺創建・仏殿建立 

叔父盛見、討死 

持世は周防守護に、持盛は⻑門守護に

任じられる 

持盛との内戦 

⻑門国守護となる 

持盛、豊前国篠崎で敗死 

北部九州を平定し山口に凱旋 

永享の乱 

新続古今和歌集完成 

少弐嘉頼
よしより

赦免 結城合戦 上洛 

嘉吉の乱 持世死去（48 歳） 

1394～1441  

官 位 従四位上 修理大夫  

菩提寺 澄
ちょう

清寺
せ い じ

（廃寺） 

墓 所 澄清寺跡付近（宮野下） 大内持世  

大内持世像 
（国立国会図書館デジタルコレクションより） 

抗争を勝ち抜き 

祝いの宴に死す 

（洞春寺蔵） 

27 

大内持世の墓（宮野下） 
明治に毛利元徳が持世 
菩提寺澄清寺跡に建立  

赤松邸跡付近（京都市）  

篠崎八幡宮付近（北九州市） 

木梨邸（桜畠） 
澄清寺塔頭涌泉庵跡と伝わる  

洞春寺観音堂 
（水の上町） 
持盛菩提寺 
観音寺の遺構 

京都御苑（京都市）  

⻘文字 日本の出来事 

赤文字 偏諱
へ ん き

の授与※ 

※将軍・大名が家臣等

に自分の名の一字を

与えることで、緊密

な 主 従 関 係 を 示 し

た。 

     在任期間 

在京期間  

大内持盛像 

出来事 

 

足利将軍家 
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山口ふるさと伝承総合センター発行 

〒753-0034  山口市下竪小路 12  

TEL 083-928-3333  FAX 083-932-1877 

E-mail y-densho@c-able.ne.jp 

URL http://y-densho.sblo.jp/ 

 

館内見学時間 

9:00～17:00  

入場料  無料  

11 月～スケジュール                    

申込受付：11 月 18 日（月）9 時から、こども鷺流狂言教室

発表会は随時、そば打ち体験は 11 月 20 日（水）まで      

体験講座等のご案内          

イベント案内           

大殿ふるさとまつり 

日 時：11 月 10 日（日）9:30～16:00 

会 場：大殿地域交流センター、伝承センター 

内 容（伝承センター会場） 

○ステージ 箏・尺八演奏、親子で３B 体操 

こども鷺流狂言教室発表会 

○展示・イベント クラフト展、脱出ゲーム、ＶＲ、焼そば 

大殿ミニ縁日、工作コーナー など  

ほか様々なプログラムが催されます。 

いい夫婦の日 大内人形まつり 

男女で一対になった「大内人形」 

に伝わる夫婦円満のストーリー 

にちなんで「いい夫婦の日 大内 

人形まつり」が開催されます。 

日 時：11 月 22 日（金） 

～24 日（日） 

10:00～16:00（24 日は～15:30） 

内 容：大内塗職人の作品展示・販売 

大内塗箸の製作体験 1,000 円 

新商品（ﾏﾄﾘｮｰｼｶ・山口椀 令）展示・販売 

山口風月堂の「大内もなたん」数量限定販売 

主 催：大内塗漆器振興協同組合 

（事務局：中村民芸社内 927-0619） 

共 催：山口市 

ミニ門松作り 
お正月用に簡単なミニ門松を作ります。 

日 時：12 月 15 日（日）13:30～15:00 

講 師：高木範男氏（木工研究家） 

定 員：20 名（先着順） 

参加費：800 円 

そば打ち体験 
打ったそば 3 人前をお持ち帰り 

日 時：毎月最終週 11 月は 28 日（木） 

13:30～16:00  

定 員：14 名（抽選にて選定） 

体験料：1,000 円（材料費含む） 

こども鷺流狂言教室発表会 

こども鷺流狂言教室参加者が稽古 

の成果を発表します。 

日 時：11 月 10 日（日） 

13:30～14:30 

定 員：先着 30 名（随時受付） 

料 金：無料 


